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県では、道路整備の効果を判断する指標の一つとして、整備による移動時間の短縮、走行経

費の減少などを貨幣換算し、数値化した整備効果（B）を、事業に要する工事費などの全体事業

費（C）で割った費用対効果（Ｂ／Ｃ）を用いています。 

一方で、道路整備には、運転時の安心感など貨幣換算が難しく整備効果として数値化できな

い様々な効果があると言われています。 

このため、県では、いくつかの道路整備の例を示しながら、運転時の安心感を含めた道路の

整備効果を貨幣換算し、数値化するため、平成 23 年 11 月 15 日まで今後の道路整備に関す

るアンケート調査を行っています。 

県民の皆様のご意見を取り入れながら、今後の道づくりに活かしていきたいと考えています

ので、アンケート調査へのご協力をお願いします。 
なお、アンケート調査は、下記の県のホームページで行っています。 

 

１１  アアククセセスス方方法法  
  県トップページ ⇒ 県政に参加する（ページ左側中段）  

            ⇒ 公募・アンケート 

              ⇒ 今後の道路整備に関するアンケート 

（http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=3098&of=1&ik=1&pnp=3098&cd=34626） 

２２  実実施施期期間間    平平成成 2233 年年 1111 月月 1155 日日（（火火））ままでで 

３３  アアンンケケーートト調調査査のの流流れれ      
 

「「今今後後のの道道路路整整備備にに関関すするるアアンンケケーートト調調査査」」へへのの  
ごご協協力力ののおお願願いい  

道道道   路路路   建建建   設設設   課課課

①仮想条件をお読みください 

②道路の整備パターンをいくつか示します 

③整備パターンごとに整備されるイメージを

ご確認いただき質問にお答えください 


